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先
月
、
塙
山
小
三
年
生

の
社
会
科
の
授
業
で
郷
土

（
金
沢
）
の
偉
人
「
照
山
修

理
（
し
ゅ
り
）」
の
話
を
し

て
き
た
。
十
年
以
上
前
か

ら
継
続
し
て
お
り
、
当
時

の
水
戸
藩
の
検
地
に
対
し

て
村
民
の
た
め
に
自
ら
の
命
を
投
げ

打
っ
て
直
訴
し
、
弟
と
次
男
と
共
に

一
六
四
一
年
七
月
二
十
六
日
に
磔
処

刑
さ
れ
た
照
山
修
理
の
生
き
方
な
ど

を
語
り
継
い
で
い
る
●
茨
城
キ
リ
ス

ト
教
大
学
学
長
で
博
物
館
長
で
あ
っ

た
志
田
諄
一
先
生
や
博
物
館
の
学
芸

員
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
を

基
に
、
市
職
員
時
代
に
数
多
く
企
画

し
た
日
立
の
文
化
財
史
跡
め
ぐ
り
の

経
験
も
生
か
し
、
塙
山
小
先
生
の
地

域
巡
検
で
も
現
地
見
学
を
し
な
が
ら

共
に
学
習
も
し
て
き
た
。
授
業
で
は

児
童
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
も
丁

寧
に
答
え
て
い
る
が
、
自
分
た
ち
の

郷
土
の
偉
人
照
山
修
理
の
話
に
静
か

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
●
今
月
に
は

エ
コ
・
ま
ち
体
験
隊
と
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
子
ど
も
た
ち
二
十
二
名
と
ス

タ
ッ
フ
十
一
名
で
雪
の
少
な
い
猪
苗
代

へ
ス
キ
ー
教
室
に
行
っ
て
き
た
。
こ
の

事
業
は
二
十
年
前
か
ら
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
ま
で
五
百
人
以
上
が

参
加
し
て
き
た
が
初
心
者
が
ほ
と
ん

ど
の
中
で
、
学
区
内
の
ス
タ
ッ
フ
の
献

身
的
な
指
導
に
よ
り
、
全
員
が
リ
フ

ト
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ゲ
レ
ン
デ

の
上
か
ら
上
手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な

る
。
決
し
て
諦
め
な
い
精
神
の
醸
成

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
ぶ
り
に
は

毎
年
感
動
し
て
い
る
●
塙
山
で
は
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
わ
く
わ
く
広
場
も

含
め
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
体
験

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
体
験
が
成
長
過
程
に
お
い
て
大

い
に
役
立
ち
、
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で

活
躍
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
期
待
し
た
い
。
春
休
み
に
エ
コ
・
ま

ち
体
験
隊
で
は
今
年
も
地
元
の
長
福

寺
で
座
禅
体
験
を
し
て
閉
講
式
を
迎

え
る
。　
　
　
（
副
会
長　

伊
藤
智
毅
）
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今
年
の
元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震
で
多
く
の
方
が
雪
の
季
節
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
塙
山
学
区
で
は

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
か
ら
「
３
・
11
を
忘
れ
な
い
」
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
自
助
や
共
助
の
啓
発
に
努
め
て

き
ま
し
た
。昨
年
九
月
八
日
の
水
害
で
は
金
沢
町
で
内
水
被
害
が
発
生
、学
区
内
の
状
況
が
収
集
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に
仕
組
み
づ
く
り
を
始
め
ま
す
。

３
・
11

三
月
九
日
（
土
）
午
前
九
時
か
ら

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
塙
山
学
区
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
住
民
の
避

難
訓
練
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訓
練
に

関
心
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
前
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー　

３
４
‐
５
４
０
４

校内放送で始まった避難の記録

３
・
11
東
日
本
大
震
災
、
昨
年
の

９・８
豪
雨
災
害
時
を
映
像
や
パ
ネ
ル

展
示
で
振
り
返
り
、
災
害
時
の
減
災

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
、
過
去
の

災
害
の
教
訓
か
ら
新
た
な
仕
組
み
の

構
築
も
試
み
ま
す
。

９・８
の
豪
雨
災
害
か
ら
、
塙
山
学

区
内
の
情
報
が
学
区
対
策
本
部
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
届
く
仕
組
み
づ

一
月
二
十
日
（
土
）、塙
山
学
区
リ
ー

ダ
ー
二
十
五
名
が
防
災
視
察
研
修
で
、

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
島

県
の
「
震
災
遺
構
浪
江
町
立
請
戸
小

学
校
」、双
葉
町
に
あ
る
県
立
施
設
「
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。

太
平
洋
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

「
請
戸
小
学
校
」
は
二
階
建
て
、
地
震

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
十
五
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
、

壁
が
落
ち
た
教
室
や
給
食
の
た
め
の

調
理
室
の
様
子
な
ど
が
、
衝
撃
の
凄

ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
児
童
、
教
職

員
の
的
確
な
判
断
と
速
や
か
な
行
動

に
よ
っ
て
全
員
が
無
事
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
奇
跡
の
学
校
と
し
て
、

津
波
の
脅
威
と
震
災
風
化
を
さ
せ
な

い
た
め
に
残
さ
れ
た
学
び
舎
で
し
た
。

ま
た
、
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
は

館
内
の
資
料
や
展
示
物
等
の
説
明
を

聞
き
、
そ
の
後
、
双
葉
ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ

ミ
ル
に
会
場
を
移
し
、
語
り
部
の
熊

勝
好
さ
ん
（
震
災
当
時
は
双
葉
町
役

場
職
員
）
に
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
当
時
の
状
況

や
そ
の
後
の
復
興
の
様
子
な
ど
聞
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
復
興
計
画
、
除

染
・
中
間
施
設
問
題
な
ど
課
題
は
山

積
、
住
め
る
状
況
が
で
き
る
ま
で
に

は
長
い
時
間
が
必
要
な
こ
と
も
話
さ

れ
ま
し
た
。

く
り
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

無
理
を
し
な
い

範
囲
で
、
ま
ず
は
当

会
の
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
委
員
を
は

じ
め
、
各
局
の
部
員
、

地
域
エ
リ
ア
協
力
員

等
を
対
象
に
「
災
害

情
報
協
力
員
」
を
依

頼
し
、
豪
雨
、
地
震

等
の
発
生
時
に
、
自

宅
周
辺
の
状
況
を
本

部
に
伝
え
て
も
ら
う

よ
う
に
協
力
を
依
頼

し
ま
す
。

多
く
の
人
が
協
力

し
て
、
安
全
安
心
な

塙
山
づ
く
り
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。

津波が直撃した教室
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
一
、一
三
二
円

おばあちゃんと一緒に作品を鑑賞

令
和
五
年
度
塙
山
学
区
子
ど
も
書

き
初
め
展
（
第
四
回
）
が
二
月
三
日

（
土
）、
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
九
十
五
名
が
来
場
し

ま
し
た
。

会
場
に
は
一
年
か
ら
六
年
生
ま
で

一
月
二
十
五
日
（
木
）、
塙
山
小
で

は
三
年
生
を
対
象
に
、
地
域
の
偉
人

こ
こ
数
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ

ロ
ナ
の
流
行
で
中
止
や
規
模
を
縮
小

し
て
行
わ
れ
て
い
た
一
年
生
の
「
昔
遊

び
」。
一
月
十
七
日
（
水
）、
久
し
ぶ
り

に
地
域
か
ら
も
西
村
和
文
さ
ん
、
請

井
昇
二
さ
ん
が
け
ん
玉
名
人
、
羽
根

つ
き
名
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

昔
遊
び
で
は
、
始
め
の
会
や
終
わ

り
の
会
も
一
年
生
な
が
ら
自
主
的
に

し
っ
か
り
と
進
行
、
遊
び
の
時
間
に

な
る
と
、
お
手
玉
・
は
ね
つ
き
・
あ
や

と
り
・
け
ん
玉
・
こ
ま
回
し
・
め
ん
こ

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を
グ
ル
ー
プ
ご
と

一
月
三
十
一
日
（
水
）
稲
敷
市
区

長
会
連
合
会
六
名
と
市
職
員
二
名
の

視
察
研
修
を
受
け
入
れ
、
西
村
会
長
、

伊
藤
副
会
長
、
本
田
副
会
長
、
石
井

副
会
長
の
四
名
が
対
応
し
ま
し
た
。

市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
関
係
、

当
会
の
歴
史
と
基
本
的
な
考
え
方
、

年
度
事
業
や
予
算
な
ど
を
説
明
、
防

犯
や
災
害
時
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
連
絡
網
の
構
築
や
避
難
行
動
要

支
援
者
の
安
否
確
認
な
ど
に
つ
い
て

報
告
、
区
長
の
な
り
手
不
足
や
後
継

者
問
題
な
ど
は
お
互
い
の
課
題
と
し

て
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
立
市
は
二
十
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
シ
ン
プ
ル

で
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
替
え
て
、
多

様
な
機
器
で
表
示
可
能
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

を
提
案
し
ま
し
た
。

す
で
に
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す

が
、
同
時
期
に
導
入
を
考
え
て
い
る

学
区
は
十
五
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

当
会
も
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
で
構
築
す

る
た
め
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

一
月
二
十
五
日
は
、
明
治
安
田
生

命
の
チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
迎
え

て
、「
健
康
と
睡
眠
」
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
タ

ク
シ
ー
に
乗
り
、
金
沢
町
の
「
は
ま

寿
司
」
へ
ラ
ン
チ
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
も
、
慣
れ
て
く
る
と
自
分
た
ち
で

注
文
、
会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

二
月
八
日
は
、「
ハ
ロ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
で
し
た
。
茨
城
県
近
代
美
術

二
月
三
日
（
土
）
か
ら
四
日
（
日
）

一
泊
二
日
、
福
島
県
猪
苗
代
「
リ
ス

テ
ル
ス
キ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
で
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
会
と
塙
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
共
催
の
ス
キ
ー
教
室

を
開
催
、
は
な
や
ま
エ
コ
・
ま
ち
体

験
隊
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
六
年
生
の

子
ど
も
二
十
二
名
、
指
導
者
と
ス
タ
ッ

フ
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
指
導
は
、
地
域
の
御
園
秀

喜
さ
ん
（
塙
山
町
）
内
田
隆
さ
ん
（
塙

山
町
）
赤
津
正
彦
さ
ん
（
千
石
町
）
一

戸
修
己
さ
ん
（
大
久
保
町
）
茂
野
勝滑れるようになったよ

あやとりに挑戦

雄
さ
ん
（
金
沢
町
）
加
藤
綾
さ
ん
（
イ

ナ
ダ
ス
タ
ヂ
オ
）
に
依
頼
。

初
日
の
午
前
中
、
初
心
者
は
地
域

の
指
導
者
か
ら
、
ブ
ー
ツ
の
は
き
方
や

板
を
装
着
し
た
時
の
歩
き
方
な
ど
を

習
い
、
午
後
は
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
で
指

導
を
受
け
、
徐
々
に
滑
れ
る
よ
う
に

な
り
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
班
に
分
か
れ
て
行
動
、

初
心
者
も
全
員
上
手
に
滑
れ
る
よ
う

に
な
り
、
二
年
目
の
子
ど
も
た
ち
は
一

段
と
上
達
し
、
何
度
も
リ
フ
ト
に
乗
っ

り
、
温
泉
で
疲
れ
た
体
を
ほ
ぐ
し
、
夕

食
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
目
い
っ
ぱ
い
楽
し

み
ま
し
た
。

館
の
ス
タ
ッ
フ
二
名
の
解
説
で
、
水
戸

市
出
身
の
洋
画
家
「
中
村
彝
」
と
牛

久
市
の
日
本
画
家
「
小
川
芋
銭
」
の

作
品
を
映
像
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

洋
画
と
日
本
画
の
絵
の
具
の
違
い

や
、
使
用
す
る
絵
の
具
に
よ
っ
て
表
現

に
違
い
が
で
き
、
人
物
像
の
印
象
が
変

わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

茨
城
県
近
代
美
術
館
で
は
四
千
点

以
上
の
作
品
を
持
ち
、
季
節
や
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
て
展
示
を
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

な
か
な
か
行
く
機
会
の
な
い
美
術

館
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

｢

照
山
修
理｣

の
お
話
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

話
し
手
は
当
会
の
伊
藤
智
毅
副
会

長
。
今
か
ら
三
百
八
十
四
年
前
に
村

人
の
た
め
に
自
分
の
身
を
捨
て
て
ま
で

行
動
し
た
照
山
修
理
の
生
涯
や
功
績

に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

当
時
の
時
代
背
景
や
言
葉
な
ど
三

年
生
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

に
体
験
。
各
々
の
名
人
か
ら
遊
び
の
コ

ツ
を
教
え
て
も
ら
い
元
気
に
時
間
い
っ

ぱ
い
遊
び
ま
し
た
。

照山修理の話を熱心に聞く児童

し
た
が
、
終
始
熱
心
に
聞
き
入
り
、
お

話
後
の
児
童
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問

に
対
す
る
回
答
で
は
、
し
っ
か
り
と
答

え
を
メ
モ
に
取
る
児
童
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

の
入
賞
作
品
四
十
九
点
を
展
示
、
い

ず
れ
も
塙
山
っ
子
ら
し
い
元
気
で
の
び

の
び
と
し
た
力
作
に
、
来
場
者
か
ら

作
品
を
褒
め
た
た
え
る
多
く
の
言
葉

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
お

孫
さ
ん
の
作
品
を
観
に
会
場
を
訪
れ

た
方
は
、
作
品
に
感
動
し
た
、
ま
た
、

連
続
入
賞
の
児
童
か
ら
は
次
回
も
頑

張
り
た
い
と
抱
負
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

隣
接
の
小
ホ
ー
ル
で
は
当
会
が
実

施
し
て
い
る
学
習
や
ク
ラ
ブ
、
環
境
整

備
、
安
全
面
等
で
の
学
校
支
援
事
業

を
写
真
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
習

や
書
き
初
め
会
の
様
子
も
知
る
こ
と

が
で
き
好
評
で
し
た
。


